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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，ヤリイカに存在するリシンtRNA遺伝子およびリシンtRNAそのものを構造解析した上で，tRNA

の新たな機能について考察した結果をのべたものである。

　著者は，高等真核生物聞で塩基配列がよく保存されているリシンtRNAに注目し，ウサギのリシンtRNAをも

とに合成したプライマーを用いてさまざまな動物のゲノムDNAを鋳型にPCR（Po1y狐erase　ChぬReacti㎝）法

を行ない，軟体動物特異的にリシンtRNA遺伝子申にイントロンが存在することを明らかにした。さらにこれら

のイントロンはアンチコドンUUUのリシンtRNA遺伝子にのみ存在し，アンチコドンCUUのリシンtRNA遺

伝子には存在しないことを示した。著者は実際にヤリイカゲノムDNA申からリシンt酬A（UUU）およびリシ

ンtRNA（CUU）遺伝子を単離し，ヤリイカtRNA遺伝子はゲノム中でクラスターを形成していることを示した。

これにより，リシンtRNA（UUU）遺伝子においては，このクラスターを含んだDNA断片の単位がヤリイカの

ゲノム中に縦列して存在していることが示された。また，ヤリイカ細胞中からリシンtRNA（UUU）を精製して

その一次構造を決定し，イントロンを含むリシンtRNA（UUU）遺伝子がヤリイカ成体申で実際に発現している

ことを明らかにした。

　著者はまた，ヤリイカのリシンtRNAを解析中に，アンチコドンCUUのリシンt醐AがMg2＋イオン存在下

において特異的部位で切断されることを発見した。切断は！5番目のグアニンと16番目のジヒドロウリジンの聞で

起きる。このような金属イオンによる切断はアンチコドンCUUのヤリイカtRNA特異的なもので，アンチコド

ンUUUのヤリイカtRNAでは観察されなかった。そこで切断に寄与する構造あるいは部位を明らかにするため，

変異を導入した転写産物tRNAを用いて切断実験を行なった。その結果，60番目に位置するシチジンの存在およ

び修飾塩基も含めたtRNAの全体構造が効率的な切断にとって必要であることが明らかとなった。切断産物の末

端構造を解析したところ，末端構造は3’リン酸であり，これは天然に存在する他のリボザイムの切断末端構造

とは異なる初めての例であるとともに，現存する種々の蛋白リボヌクレァーゼの切断末端構造と一致していた。

生物学的に偏在するMg2寺イオン存在下でこのようなtRNAの切断反応が触媒されるという事実により，tRNA

が生体内において本来の機能とは別の機能を果たしている，あるいは果たしていた可能性が示唆された。
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審　　査　　の　　要　　旨

　tRNAイントロンの存在は真核生物ゲノムの特徴の一つであるが，その存在が調べられている生物種および

tRNA種が限られていたために，tRNAイントロンの生物界における分布に関する知見は不十分であった。本論

文ではPCR（Po1y㎜erase　Chai亙Reacti㎝）という手法を用いて，イントロンの存在が未知である生物から効率的

にイントロンの有無を調べることに成功し，それにより軟体動物からのtRNAイントロンの初めての例を示して

いる。この研究は，生物界におけるtRNAイントロンの偏在性を支持するものであり，高く評価できる。

　本論文では，tRNAが金属イオンの存在下で自らを切断するという興味深い現象についても詳細に報告してい

る。切断反応の最も注目すべき特徴は，切断産物の末端構造が天然に存在するリボザイムの切断末端構造とは異

なり，現存する蛋白リボヌクレアーゼの切断末端構造と同じだという点である。本研究は，tRNAはリボザイム

から進化してきたのではないかという一つの仮説を支持する独創的な研究であると言える。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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